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広　報

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

表紙写真：南山城小学校５年生　稲刈り体験（南山城村）



JR加茂駅〜 JR月ヶ瀬口駅間の主要施設を結ぶ
「相楽東部広域バス」の運行開始

　平成29年3月に笠置町・和束町・南山城村・京都府が共同して、この地域の公共交通を
より一層、良いものにするための計画「JR関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通網形成計画」
を策定いたしました。

相楽東部広域バスの魅力

　JR加茂駅〜 JR月ヶ瀬口駅間の東西にバスが走ります。約1時間に1本運行する鉄道ダイヤの間の時間帯
に運行します。公共交通での移動が便利になります。
　このバスは月曜日・水曜日・金曜日・土曜日に1日4往復を運行します。
　4月にオープンした道の駅お茶の京都みなみやましろ村や、天然わかさぎ温泉 笠置いこいの館・笠置町役
場・南山城村役場など主要な施設を経由します。

　例）  道の駅お茶の京都みなみやましろ村とJR月ヶ瀬口駅を運行するため、駅からバスに乗って買い物に
行くことが可能になります。

　例）  通院と買い物に利用する
週4日運行するこのバスに乗って通院、その後の買い物で荷物が多くても安心。

10月2日（月）から「相楽東部広域バス」が
運行を開始します

「相楽」地域が暮らしても、
訪れても楽しくなって

「双楽」です。

「暮らして楽しい、訪れて楽しいまちづくり「双楽」を支える公共交通網の再構築」がキーワード

扌
これから相楽東部地域の公共交通がどんどん楽しく便利になっていきます。

　取組の第一弾として、10月2日（月）から「相楽東部広域バス」の運行を開始します。今回は巻頭特集でその魅
力などについてお伝えします。

相楽東部広域バスとは？

例えばこんな利用ができます

※JRは平日のダイヤです。

₂



特　集特　集

交流人口の拡大、新たな人の流れの創出 暮らしの安全・安心の確保

豊かな自然、多彩な文化の保全 支え合い助け合えるまちづくり など

地域の足を将来まで守るため、可能な範囲での利用をお願いします。
　このバスは一定の利用者数を満たすことにより、赤字補填の一部について国の補助金を活用することが
できます。
　地域のみなさんに少しでもご利用いただくことがこのバスの存続につながります。
　また、このバスは、「JR関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通網形成計画」に位置づけられており、その
利用促進策についても国の補助金を申請することができます。

これまで＆これからの取組
　このバスは、笠置町・和束町・南山城村のそれぞれのまちづくり計画を実現するための公共交通の1つの
形として実現しました。

〈3町村のまちづくり計画に共通して掲げられている目標〉

　これからも、地域のみなさんの様々な移動シーンにおいて気軽に利用可能で、移動先の選択の幅を広げる
ような、また、観光客を始めとした来訪者のみなさんには、次もこの地域を訪れたくなるような、公共交通
の仕組づくりを目指していきます。

　バスと鉄道の交通結節点となる笠置駅内に、暮らしの安全・安心の確保、交流人口の拡大、新たな人の流
れの創出などのコンセプトを実現するため、8月5日にカフェ＆ネイルサロン＆服飾雑貨『S

ス テ ー シ ョ ン

TATION!!』が
プレオープンしました。観光案内所も併設しています。
　地域の普段のコミュニケーションの場として、天然わかさぎ温泉 笠置いこいの館や笠置山ハイキングの帰
りなどに立ち寄ってみてはいかがでしょうか。

地域のみなさんに、さらに公共交通を活用していただけるよう、広報活動をおこ
なっていきます。
　◦3町村のお出かけ情報などを記載した総合時刻表の作成
　◦ 小さなお子さんが公共交通の乗り方などを学習することができる出前講座の

実施
　◦ 商業施設等に協力いただき、公共交通を活用して買い物をおこなう際の割引チ

ケット等サービスの提供と言った公共交通に乗りたくなる仕組づくり　など

地域のみなさんに、このバスに愛着をもっていただけるような取組をおこないます。
　◦ 「相楽東部広域バス」の愛称募集、バスラッピング、地域の特色を描いたバス

停標識の設置など、地域のみなさんや観光客など来訪者のみなさんに愛着を
持って公共交通を育てていただけるような取組をおこなってまいります。

※広域バスの時刻表等詳細は９ページをご覧ください。

〈店舗情報〉開店時間：午前10時〜午後6時　休業日：火曜日・祝日の月曜日
詳細につきましては「まち・むらの話題」7ページをご覧ください。

平成29年度の取組

これから取組んでいく事

このバスを
地域で育てる
ニャー

₃



笠　置　町

平成28年度 決算報告  平成29年度 予算の執行状況

一般会計・歳入
　歳入総額は、前年度に比べ 2 億 3,285 万 8 千円（15.8％）増額の 17 億 1,165 万 4 千円となりました。
　町税は、前年度に比べ 215 万 2 千円（△ 1.4％）減額の 1 億 5,624 万 5 千円となりました。主な内訳は、町民税が 5,407
万 7 千円、固定資産税が 8,500 万 3 千円となっています。
　歳入総額の 46.4％を占める地方交付税については、前年度とほぼ同額の 7 億 9,468 万 9 千円となりました。
　国庫支出金は、前年度に比べ 1 億 4,617 万 3 千円（159.5％）の大幅な増額となりました。これは、地方創生関連事
業等や国の補正予算に関する事業実施等が大きく影響しています。
　また、府支出金も、笠置会館の大規模改修工事の実施等により前年度と比べて 3,550 万 6 千円（40.3％）増の 1 億 2,355
万 8 千円となりました。
　地方債では、1 億 6,147 万 7 千円の借入を実施し、対前年度比では、5,121 万 2 千円の増額となっています。

一般会計・歳出
　歳出総額は、前年度に比べて 2 億 7,051 万 1 千
円増額（19.8％）の 16 億 3,869 万円となりました。
　議会費では、議員共済会の給付費負担率の減によ
る 451 万 1 千円の減や、職員人事異動に伴う人件
費の 380 万 3 千円の減等により前年度と比較して
20.0％の減額となりました。
　総務費では、地方創生関連交付金に係る事業とし
て JR 笠置駅舎リニューアル（2,440 万 9 千円）、サテライトオフィスの改築（3,016 万 5 千円）等実施や情報セキュリティ
強靭性向上事業（3,060 万 3 千円）等により全体として 1 億 4,436 万 5 千円（32.7％）の増額となりました。
　民生費では、笠置会館耐震補強及び大規模改修事業の皆増 6,452 万 8 千円となったこと等により前年度と比べて
19.0％の増額となりました。
　また土木費では、国の補正予算により町道笠置山線改良事業が前年度と比較して 6,602 万 6 千円の増額となったこ
と等により全体として 7,104 万 3 千円の増額となりました。
　災害復旧費では、平成 27 年に引き続き公共土木施設等の復旧工事を実施しました。

平成 29 年度予算の執行状況について
一般会計　平成 29 年度一般会計予算の当初予算と 2 回の補正予算、前年度からの繰越事業費 2 億 8027 万 1 千円を

合わせた現在の総額は、17 億 763 万 7 千円となっています。このうち、町税など 8 月末日までに入ったお金は
5 億 3,695 万 3 千円で、予算に対する収納率は 31.4％、また、各種事業実施のため町から支払われたお金は 4 億
407 万 2 千円で、予算に対する執行率は 23.7％となっています。

地方債現在高の状況　まちづくりのために長期に借入れた資金の平成 29 年 9 月末現在高は、一般会計 10 億 9,885
万 1 千円、特別会計を合わせた町全体では 13 億 764 万 5 千円となっています。なお、平成 28 年 9 月末と比較す
ると 5,558 万 7 千円の増額となっています。

特別会計　国民健康保険特別会計など 4 特別会計の予算総額は 6 億 7,585 万 9 千円で、収入済額 1 億 8,359 万 3 千
円（収納率 27.2％）、支出済額は 2 億 232 万 3 千円（執行率 29.9％）となっています。

歳 入
（単位：千円）
1,711,654

歳 出
（単位：千円）
1,638,690

地方交付税
794,689
地方交付税
794,689

総務費
586,548
総務費
586,548

公債費
90,709
公債費
90,709

民生費
403,430
民生費
403,430

衛生費
135,303
衛生費
135,303

町　税
156,245
町　税
156,245

地方債
161,477
地方債
161,477

国・府支出金
361,370
国・府支出金
361,370

商工費
61,235
商工費
61,235

土木費
180,609
土木費
180,609

教育費
51,275
教育費
51,275その他依存財源

71,751
その他依存財源
71,751

その他自主財源
166,122
その他自主財源
166,122 議会費

40,883
議会費
40,883

災害復旧費
4,527
災害復旧費
4,527

農林水産業費
22,037
農林水産業費
22,037

消防費
62,134
消防費
62,134

特別会計 （単位千円）

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支差引額 実質収支額 前年度実質

収支額
単年度
収支額

国 民 健 康 保 険 331,566 267,646 63,920 63,920 53,319 10,601
簡　易　水　道　事　業 62,802 59,199 3,603 3,603 1,833 1,770
介 護 保 険 262,316 244,542 17,774 17,774 18,815 △ 1,041
後 期 高 齢 者 医 療 59,839 59,031 808 808 485 323

合　　　計 716,523 630,418 86,105 86,105 74,452 11,653

₄



特　集特　集

和　束　町

歳 入
（単位：千円）
3,740,478

歳 出
（単位：千円）
3,646,667

地方交付税
1,672,981
地方交付税
1,672,981

総務費
1,019,649
総務費
1,019,649

民生費
736,310
民生費
736,310衛生費

408,073
衛生費
408,073町　税

388,488
町　税
388,488

地方債
565,300
地方債
565,300

国・府支出金
630,116
国・府支出金
630,116 商工費

127,695
商工費
127,695

土木費
270,701
土木費
270,701

その他依存財源
116,661
その他依存財源
116,661

その他自主財源
366,932
その他自主財源
366,932 議会費

55,716
議会費
55,716

諸支出金
10
諸支出金
10

災害復旧費
2,451
災害復旧費
2,451

農林業費
144,958
農林業費
144,958

教育費
172,176
教育費
172,176

消防費
294,079
消防費
294,079

公債費
414,849
公債費
414,849

一般会計・歳入
　歳入総額は、前年度に比べ 1 億 1,905 万 1 千円（△ 3.1％）の減少となりました。
　歳入総額の 10.4％を占める町税は、3 億 8,848 万 8 千円となり前年度に比べ 1,064 万 4 千円（2.8％）の増加となっ
ています。主な内訳は、町民税が 1 億 5,718 万 6 千円、固定資産税が 1 億 9,299 万 2 千円となっています。
　また、歳入総額の 44.7％を占める地方交付税は、16 億 7,298 万 1 千円となり前年度に比べ 2,530 万 5 千円（△ 1.5％）
減少しました。
　地方債は、5 億 6,530 万円の借入を実施し、対前年度比では、6,800 万円（13.7％）の増加となりました。

一般会計・歳出
　歳出総額は、前年度に比べ 8,875 万 6 千円（△
2.4％）の減少となりました。
　主な要因は、土木費が町営住宅の建て替えや門前・
祝橋の整備、町道山口線の拡幅改良工事の減少など
に伴い 2 億 9,309 万 6 千円、公債費が地方債の元
利償還金の減少に伴い 8,005 万円減少したことがあ
げられます。
　また、平成 28 年度は、庁舎及び人権ふれあいセ
ンターの改修・耐震補強、山の家の改修工事、観光
案内所の建設、湯船マウンテンバイクランド関連事
業や和束茶を活かした新産業創出事業などの地方創
生関連事業、有害鳥獣被害対策、農業振興としては
青年就業者の支援や共同製茶等省力化推進事業など
を実施しました。

平成 29 年度予算の執行状況について
一般会計　平成 29 年度一般会計予算は、当初予算と補正予算に前年度からの繰越事業費を合わせた現在の総額は、

33 億 1,262 万円となっています。
　　このうち、町税など 8 月末までに入ったお金は 13 億 7,389 万 4 千円で、予算に対する収納率は 41.5％、また、

各種事業実施のため町から支払われたお金は、10億7013万4千円で予算に対する執行率は32.3％となっています。
地方債現在高の状況　町道整備など事業実施のために長期に借り入れた資金の 8 月末現在高は、一般会計 35 億 6,320

万 3 千円、特別会計を合わせた町全体では、68 億 6,846 万 8 千円となっています。平成 28 年 8 月末と比較した場合、
2 億 3,651 万 7 千円増加しています。

特別会計　湯船財産区特別会計など6特別会計の予算総額は22億7,914万9千円で、収入済額5億4,091万5千円（収
納率 23.7％）、支出済額 5 億 4,364 万 5 千円（執行率 23.9％）となっています。

特別会計 （単位千円）

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支差引額 実質収支額 前年度実質

収支額
単年度
収支額

湯 船 財 産 区 6,764 5,860 904 904 999 △ 95

国 民 健 康 保 険 966,157 906,046 60,111 60,111 48,331 11,780

事業勘定 868,115 818,466 49,649 49,649 42,379 7,270

直診勘定 98,042 87,580 10,462 10,462 5,952 4,510

簡　易　水　道　事　業 401,554 393,970 7,584 7,584 4,832 2,752

下　 水 　道　 事　 業 198,684 196,513 2,171 2,171 3,184 △ 1,013

介 護 保 険 578,977 563,889 15,088 15,088 14,952 136

保険事業勘定 573,253 558,368 14,885 14,885 14,510 375

サービス事業勘定 5,724 5,521 203 203 442 △ 239

後 期 高 齢 者 医 療 60,401 59,933 468 468 454 14

合　　　計 2,212,537 2,126,211 86,326 86,326 72,752 13,574

₅



歳 入
（単位：千円）
3,475,020

歳 出
（単位：千円）
3,367,722

地方交付税
1,291,474
地方交付税
1,291,474

総務費
607,275
総務費
607,275

公債費
311,366
公債費
311,366

民生費
433,140
民生費
433,140

衛生費
325,223
衛生費
325,223農林水産業費

1,156,396
農林水産業費
1,156,396

村　税
304,058
村　税
304,058

地方債
647,800
地方債
647,800

国・府支出金
748,743
国・府支出金
748,743

諸収入
113,115
諸収入
113,115 商工費

14,413
商工費
14,413

土木費
143,257
土木費
143,257

教育費
177,843
教育費
177,843

その他依存財源
146,498
その他依存財源
146,498

その他自主財源
223,332
その他自主財源
223,332

議会費
49,923
議会費
49,923災害復旧費

22,629
災害復旧費
22,629

消防費
126,257
消防費
126,257

特　集特　集

一般会計・歳入
　歳入総額は、34 億 7,502 万円と前年度に比べ 8 億 7,431 万円（33.6％）の増加となりました。
　村税は 3 億 406 万円となり前年度に比べ 467 万円（△ 1.5％）の減少となっています。主な内訳は、村民税 1 億 1,437
万円、固定資産税 1 億 6,924 万円となっています。
　歳入総額の約 37％を占める地方交付税につきましては、12 億 9,147 万円と前年度に比べ 2,739 万円（△ 2.1％）減
少しています。また、国・府支出金につきましては、道の駅事業が最終年度で本格化したこともあり、3 億 3,912 万円
の増となっています。また、地方債では 6 億 4,780 万円の借入を実施しました。対前年度対比では、4 億 7,290 万円
の増額となっています。これは、主な理由として道の駅整備事業の建築工事等を実施しその財源に辺地対策事業債を充
当したことによります。

一般会計・歳出
　歳出総額は、33 億 6,772 万円と前年度に比べ 8 億
6,279 万円（34.4％）の増加となりました。
　主な要因は、道の駅整備に係る事業費の増（6 億
8,596 万円増　平成 27 年度繰越事業費を含む。）や
農畜産物輸出拡大施設整備事業（繰越事業費を含む）
の事業費の増（1 億 4,149 万円増）によります。
　消防費につきましては、前年度比 27.6％減の 1 億
2,626 万円となりました。これは昨年度事業の避難施
設等緊急電力確保促進事業（保健福祉センターへの
太陽光パネルの設置）が終了したこと等によるもの
です。
　また災害復旧費につきましては、災害の発生が少なかったため前年度比 43.9％減の 2,263 万円となりました。
　歳入歳出差引額では、1 億 730 万円の収支となりましたが、翌年度へ繰越すべき財源として 682 万円を含んでおり
ますので実質の収支額は、1 億 48 万円となりました。

平成 29 年度予算の執行状況について
一般会計　平成 29 年度一般会計予算は、当初予算と 1 回の補正予算を合わせた 8 月 31 日現在の総額は、25 億 2,080

万円となっています。
　　このうち、村税など 8 月 31 日までに入ったお金は 8 億 6,686 万円で、予算に対する収納率は 34.4％でした。また、

各種事業実施のため村から支出されたお金は、5 億 9,418 万円で予算に対する執行率は 23.6％となっています。
地方債現在高の状況　長期に借り入れた資金の 9 月末現在高は、一般会計では 24 億 8,387 万円となります。特別会

計を合わせた南山城村全体の借入残高では、38 億 3,726 万円となります。平成 28 年 9 月末と比較した場合、一
般会計の地方債現在高は 4 億 2,050 万円増加しています。また簡易水道事業特別会計の企業債現在高は、1 億 294
万円減少しています。

特別会計　国民健康保険特別会計など 5 特別会計の予算総額は、12 億 9,280 万円となっています。このうち、収入
済額は、3 億 5,503 万円（収納率 27.5％）、支出済額は 3 億 3,843 万円（執行率 26.2％）となっています。

南　山　城　村

特別会計 （単位千円）

区　　分
会　　計 歳入 歳出 収支差引額 実質収支額 前年度実質

収支額
単年度
収支額

国 民 健 康 保 険 579,101 562,363 16,738 16,738 13,389 3,349

簡　易　水　道　事　業 289,581 286,167 3,414 3,414 2,813 601

後 期 高 齢 者 医 療 48,533 47,226 1,307 1,307 897 410

介 護 保 険 377,422 360,213 17,209 17,209 18,614 △ 1,405

保険事業勘定 375,207 358,655 16,552 16,552 18,257 △ 1,705

介護サービス事業勘定 2,215 1,558 657 657 357 300

高度 情報ネットワーク 83,942 82,014 1,928 1,928 1,929 △ 1

合　　　計 1,378,579 1,337,983 40,596 40,596 37,642 2,954

₆



笠置町

和束町

「S
ス テ ー シ ョ ン

TATION!!」プレオープン

第25回社会を明るくする運動町民合同学習会

　JR笠置駅舎内に新しく「S
ス テ ー シ ョ ン

TATION!!」がプレオープンしました。
　営業時間は午前10時〜午後6時で、毎週火曜日と祝日の月曜日が定休日です。
　福井さんと古庄さんの女性二人でネイルサロンとカフェを経営されており、駅舎の一角には観光案内ブー
スも設置されました。
　性別や年齢を問わず、さ
まざまな方にネイルサロン
をご利用いただくことがで
き、カフェスペースではお
いしいケーキの販売もおこ
なっていますのでぜひお越
しください。

　8月21日（月）午後1時30分から社会福祉センター大ホー
ルで第25回社会を明るくする運動町民合同学習会が開かれ
ました。
　町民合同学習会は「地域社会や家庭に何が起きているの
か ―非行や犯罪に負けない心を共にはぐくむ―」をテーマ
にすべての町民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの
更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合
わせ犯罪のない明るい社会環境づくりに努めることを目的
に毎年この時期に開かれています。
　学習会では連絡協議会の岡橋代表らのあいさつのあと、
激励イベントとして二胡のミニコンサートが催されました。
　演奏されたのは八尾市の坂上さんと藤井さんで、出席さ
れた方はお二人の奏でる優雅な音色に合わせて浜辺の歌や
浜千鳥など昔懐かしい歌を一緒に口ずさんでおられました。
　続いて前和束中学校長で現在、相楽東部広域連合教育委
員会社会教育指導員をされている尾野和広さんを講師に、

「包み込まれている感覚」と題した講演がおこなわれました。
　尾野さんは教職に就いてから退職までの経験をもとに、
一方的に怒るのではなく徹底的に話を聞くこと、常に寄り
添っているというメッセージを伝えることの大切さなどを
訴えられました。
　そして最後に尾野さんや京都保護観察所の浦野所長を交
えて会場とのトークの時間が設けられ、子どもの話を聞く
ことの大切さなどについて話し合われました。
　なお、和束町社会を
明るくする運動連絡協
議会では11月の1か月
間社会福祉センター大
ホールで書道展を開き
ますので、是非力作を
ご覧にお越しください。

まち・むらの話題まち・むらの話題

笠置町笠置もみじまつりの開催及び出店団体募集
　11月19日（日）午前10時〜午後3時、笠置山自然公園
内の「もみじ公園」をメイン会場に、音楽会の開催やお茶
のふるまい、特産品の販売をおこなう「笠置もみじまつり」
を開きます。また、 11月1日（水）〜 11月30日（木）（予定）
の期間で紅葉の時期に
あわせて笠置山自然公
園内の「もみじ公園」
の夜間ライトアップを
おこないますので、み
なさんで秋の笠置町を
満喫しませんか？

　笠置もみじまつりでは、楽器の演奏会やコー
ラス隊などさまざまなステージイベントを計画
しており、ステージを一緒に盛り上げていただ
ける団体（個人可）を現在募集中です。
　もみじの 絨

じゅう

毯
たん

に包まれた幻想的なステージ
で、日頃の練習成果を発表してみませんか？
　発表内容は自由ですので興味のある方は一度
下記の問合せ先までご連絡ください。
問合せ　笠置町企画観光課
　　　　☎0743・95・2301（代表）

出演団体募集

昨年の様子

ネイルサロンスペース ケーキセット経営者のお二人
（左）福井さん（右）古庄さん

熱心に聴講されるみなさん
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まち・むらの話題まち・むらの話題

南山城村

和束町茶源郷まつり

老人クラブ
ゲートボール大会

宝くじの
助成金で整備しました

開催日／開催期間　11月4日（土）〜 5日（日）
開催時間　1日目（午前10時〜午後4時）　2日目（午前9時〜午後4時）
場　所　（会場名・住所・会場へのアクセス）
　　　　和束運動公園 （和束町白栖猪ヶ口25-5） 一帯
　　　　 JR加茂駅西口下車、奈良交通66系統和束町小杉行 

「和束山の家」下車徒歩4分
内　容　 「茶畑からお茶の魅力の全てを伝える。」をコンセプト

に会場の全ての企画を通して「茶源郷・和束が持つほ
んまもんのお茶の魅力」を伝えていくまつりです。

参加費　無料
問合せ　茶源郷まつり実行委員会（和束町役場　総務課内） 
　　　　☎ 0774・78・3001（直通）　
　　　　  0774・78・2799

　9月5日（火）、南山城村総合グラウンドで第39
回南山城村老人クラブゲートボール大会が開かれ、
熱戦が繰り広げられました。

優　勝
　本郷老人倶楽部チーム
準優勝
　高尾老人楽寿会チーム
３　位
　今山長春クラブチーム

　月ヶ瀬ニュータウン自治会では、平成29年度コ
ミュニティ助成事業を利用し、地域活動等で活用
できる備品を購入しました。
　8月には購入した
音響設備などを使っ
て盛大に盆踊り大会
が開かれ、地域の賑
わいづくりに活用さ
れました。

南山城村インターンシップで大学生を受け入れました
　8月30日（水）から9月8日（金）までの10日間、
南山城村で大阪国際大学のインターンシップを
受け入れました。
　大学 3年生の常

つね

宏
ひろ

夢
む

さんと吉
よし

川
かわ

雄
ゆう

也
や

さんの 
2人が参加され、就業体験をしていただきました。
　就業体験では住民のみなさんとも接する機会
がありました。お世話になったみなさんありが
とうございました。
　また、今回のインターンに限らず、村と大阪国際大学はかねてより連携協定を結んでおり、高尾地区に
学生が寝泊りできる拠点を設け、地域活動等にも取り組んでいます。
　学生を見かけられましたら、みなさん気軽にお声がけください。

まつり会場の模様

就業体験の報告会業務体験の様子
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まち・むらの話題まち・むらの話題

10月2日（月）より
相楽東部広域バス 運行を開始します! ３町村

３町村第20回京の味めぐり・技くらべ展 観光PR

※月・水・金・土曜日運行
（祝日となる場合も運行します）JR加茂駅方面

月
ヶ
瀬
口
駅

道
の
駅

お
茶
の
京
都

み
な
み
や
ま
し
ろ
村

月
ヶ
瀬

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ガ
ス
店

押
原

南
大
河
原
会
館

前 南
山
城
村
役
場

前 大
河
原
駅

上
有
市

下
有
市

有
市
口

笠
置
大
橋
北
詰

笠
置
い
こ
い
の

館 産
業
振
興
会
館

（
笠
置
駅
）

木
屋

加
茂
駅（
西
口
）

1便 8:15 8:18 8:23 8:25 8:30 8:34 8:35 8:39 8:41 8:42 8:44 8:48 8:50 8:56 9:05
3便 10:15 10:18 10:23 10:25 10:30 10:34 10:35 10:39 10:41 10:42 10:44 10:48 10:50 10:56 11:05
5便 13:15 13:18 13:23 13:25 13:30 13:34 13:35 13:39 13:41 13:42 13:44 13:48 13:50 13:56 14:05
7便 15:40 15:43 15:48 15:50 15:55 15:59 16:00 16:04 16:06 16:07 16:09 16:13 16:15 16:21 16:30

JR月ヶ瀬口駅方面
加
茂
駅（
西
口
）

木
屋

笠
置
い
こ
い
の

館 産
業
振
興
会
館

（
笠
置
駅
）

笠
置
町
役
場
前

有
市
口

下
有
市

上
有
市

大
河
原
駅

南
山
城
村
役
場

前 南
大
河
原
会
館

前 押
原

月
ヶ
瀬

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ガ
ス
店

道
の
駅

お
茶
の
京
都

み
な
み
や
ま
し
ろ
村

月
ヶ
瀬
口
駅

2便 9:15 9:24 9:30 9:32 9:36 9:38 9:40 9:41 9:45 9:46 9:50 9:55 9:57 10:02 10:05
4便 11:15 11:24 11:30 11:32 11:36 11:38 11:40 11:41 11:45 11:46 11:50 11:55 11:57 12:02 12:05
6便 14:15 14:24 14:30 14:32 14:36 14:38 14:40 14:41 14:45 14:46 14:50 14:55 14:57 15:02 15:05
8便 16:40 16:49 16:55 16:57 17:01 17:03 17:05 17:06 17:10 17:11 17:15 17:20 17:22 17:27 17:30

　9月13日（水）〜 19日（火）、大丸京都店にて京都府内各市町村が交代で観光PRをおこないました。
　笠置町は、16日（土）〜 18日（月）に、観光パンフレットの配架や笠置町の特産品が当たる抽選会をおこな
いました。イベントにはゆるキャラ「笠やん」も応援にかけつけました。
　和束町は、13日（水）に出展をおこない、ゆるキャラ「茶茶ちゃん」の登場やアンケート調査を実施しました。
また、吉田惠美さんによる抹茶アートでは多くの方で賑わいました。
　南山城村は、14日（木）にアンケート抽選会をおこないました。抽選会の景品として、今山の川下長久さ
んより手作りの民芸品を寄付いただ
きました。当選者の方々は手作りの
可愛い民芸品に喜んでおられました。
期間中は道の駅お茶の京都みなみや
ましろ村も出展し連日、抹茶ソフト
クリーム目当てのお客様等で賑わっ
ていました。

44
47

33

62

82

753

5

4

163

369

163

24

笠置町

月ヶ瀬
口駅

道の駅
お茶の京都

みなみ
やましろ村

南山城村
農林産物
直売所

（元気むら活き生き市）

南大河原会館前

和束茶カフェ

加茂駅
（西口）

押原

大河原駅

笠置駅

加茂駅

木津駅

上狛駅

奈
良
線

関西本線

奈良市

南山城村
和束町

木津川市

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ガ
ス
店

月
ヶ
瀬
口
駅

南
山
城
村
役
場
前

大
河
原
駅

上
有
市

下
有
市

有
市
口

笠
置
町
役
場
前

笠
置
大
橋
北
詰

木
屋

産
業
振
興
会
館
（
笠
置
駅
）

笠
置
い
こ
い
の
館

問合せ ■ 南山城村総務課【JR 関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通活性化協議会事務局窓口】
※上記事務局は笠置町・和束町・南山城村・京都府で構成しています。

☎ 0743・93・0101

■ 株式会社キタモリ（運行状況や忘れ物に関すること） ☎ 0595・38・1524

川下さん手作りの民芸品
（南山城村）

満席で賑う抹茶アート講座
（和束町）

笠やんとまゆまろのコラボ
（笠置町）

運行ルート

広域バス時刻表

1.市町村を跨がる場合（下記3を除く） 300円
2.各町村内間の移動（下記4を除く） 200円
3.木屋 ↕ 加茂駅（西口） 200円
4.月ヶ瀬口駅 ↕  道の駅「お茶の京都みなみやましろ村」 100円

運　賃
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行　政行　政

平成29年度　笠置町職員採用試験要項

和束町職員（一般事務職・保育士）採用試験要項

笠置町戦没者追悼式

笠置町では、平成30年4月1日採用の職員を下記要項のとおり募集します。

　9月7日（木）、笠置町産業振興会館において、笠置町戦没者 
追悼式が執りおこなわれ、戦没者の遺族・来賓・関係者を含め
50人が参列しました。黙とうを捧げた後、亡くなられた方々を
偲び、祭壇へ献花をおこないました。
　戦後72年目となる今回、戦没者のご冥福をお祈りするととも
に、これまで受け継いだ平和への願いを新たにしました。

1. 募集職種・募集人数・受験資格

1. 職種・採用予定人数・応募資格

2. 試　　験
第１次試験　11月5日（日）　午前9時から
　　　　　　笠置町産業振興会館にて
　　　　　　教養試験（学歴別の試験）、適性検査を実施
第２次試験　日程調整のうえ、おって通知します
第３次試験　第2次試験合格者に対し、おって通知します

3. 受付期間
10月10日（火）から10月20日（金）まで
午前9時から午後5時まで（ただし、土・日は受付しません）
必ず本人持参のこと（郵送による受付はしません）

2. 試験実施日及び内容
第１次試験　実施日　11月19日（日）
　　　　　　試験内容　教養試験・適性検査・専門試験（保育士のみ）
第２次試験　実施日　第1次試験合格者に通知します。
　　　　　　試験内容　《一般事務職》　記述試験・グループ討議
　　　　　　　　　　《保　育　士》　実技試験・面接
第３次試験　実施日　第2次試験合格者に通知します。
　　　　　　試験内容　面接

3. 応募受付期間
10月2日（月）から10月31日（火）まで（但し、閉庁日は除く）
午前8時30分から午後5時15分まで
郵送の場合は封筒の表に「採用試験受験書類在中」と朱書きし、
必ず簡易書留で送付してください。（10月31日（火）必着）

職　種 募集人員 応　募　資　格

行政職 1名 昭和62年4月2日以降に生まれた方で、学校教育法による高等学校以上を卒業した方及び同等の学力を
有する方（平成30年3月末までに卒業見込みの方を含む）

※通勤可能な方
※地方公務員法第16条各号のいずれかに該当する方は受験できません

職　種 採用予定人数 応　募　資　格

一般事務職 若干名
高等学校卒業以上の学歴若しくは、同等
の学力を有する昭和62年4月2日以降
に生まれた人

保育士 若干名
保育士の免許を有する人、又は取得でき
る見込のある昭和62年4月2日以降に
生まれた人

＊ ただし、地方公務員法第16条各号に規定されている次のいずれかに該当する人
は、受験できません。

　1. 成年被後見人又は被保佐人（法改正の経過措置として準禁治産者を含む）
　2.  禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けること

がなくなるまでの人

4. 採用予定日　平成30年4月1日
5. 提出書類

◦ 履歴書（JIS規格、撮影後3か月以内の写真（上半身、脱帽、
正面向、縦4cm×横3cm）を添付のこと

◦最終学校成績証明書
◦最終学校卒業証明書（もしくは卒業見込証明書）
◦写真（履歴書に貼付したものと同じ写真）　それぞれ1部ずつ

6. 提出先・問合せ先
〒619-1303　京都府相楽郡笠置町大字笠置小字西通90番地の1
笠置町役場総務財政課　☎0743・95・2301（代表）
※笠置町ホームページに詳細を掲載しています

4.提出書類
◦和束町職員採用試験申込書（和束町役場総務課にあります）
◦ 和束町職員採用試験エントリーシート（和束町役場総務課

にあります）
　ホームページでもダウンロードができます。
　http://www.town.wazuka.lg.jp/
◦履歴書（市販のものに、最近6か月以内に撮影した写真を貼付）
◦免許等　
　保育士に応募される人は、免許の写し又は取得見込証明書
◦ 受験票返信用封筒（長3サイズ 120mm×235mmの封筒

に返信宛名を明記し、392円分（簡易書留）の切手を貼付）
◦その他　
　 第3次試験合格者については後日最終学校卒業証明書また

は卒業見込証明書を提出していただきます。

5. 採用予定日
平成30年4月1日

6. 給与
和束町職員の給与に関する条例の規定に基づき支給されます。

7. 受付場所・応募についての問合せ先
〒619-1295
京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水14番地の2
和束町役場総務課　☎0774・78・3001（直通）
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シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
31
　
歯
周
病
と
体
の
病
気

　

朝
起
き
た
と
き
に
口
の
中
が
ネ

バ
ネ
バ
す
る
、
歯
ぐ
き
が
赤
く
腫

れ
て
い
る
、
歯
ぐ
き
に
違
和
感
が

あ
る
、
歯
み
が
き
で
血
が
出
る
、

口
臭
が
気
に
な
る
と
い
っ
た
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
の
症

状
が
あ
れ
ば
、
歯
周
病
の
疑
い
が

あ
り
ま
す
。
歯
周
病
と
は
、
歯
と

歯
ぐ
き
の
す
き
間
に
多
く
の
細
菌

（
歯
周
病
菌
）
が
た
ま
る
こ
と
で

起
こ
る
慢
性
的
な
感
染
症
で
、
歯

を
失
う
最
大
の
原
因
で
す
。
日
本

で
も
成
人
の
約
8
割
の
方
が
歯
周

病
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
歯
周
病
が
﹁
口
の
中
の
病

気
﹂
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
身
の
病

気
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
以
前
か

ら
、
糖
尿
病
の
方
は
歯
周
病
に
な

り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
逆
に
歯
周
病
が
糖
尿
病
を
悪

化
さ
せ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
歯
周

病
を
治
療
す
る
こ
と
で
血
糖
値
が

下
が
っ
た
と
い
う
方
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
口
の
中
で
増
殖
し
た
歯

周
病
菌
が
肺
に
入
っ
て
、
肺
炎
を

引
き
起
こ
し
た
り
、
血
液
の
中
に

入
り
込
ん
で
、
重
篤
な
感
染
性
心

内
膜
炎
（
心
臓
の
弁
な
ど
が
感
染

す
る
病
気
）
を
発
症
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
歯
周

病
の
方
は
、
歯
周
病
に
か
か
っ
て

い
な
い
方
に
比
べ
て
、
心
筋
梗
塞

や
脳
梗
塞
に
な
り
や
す
い
と
い
う

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
し
、

妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
方
が
歯
周

病
に
か
か
る
と
低
体
重
児
や
早
産

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
歯
周

病
が
腎
炎
や
関
節
炎
の
一
因
と
な

る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
歯
だ
け
で
な
く
、
体
の
健

康
を
守
る
た
め
に
も
、
お
口
の
中

の
ケ
ア
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
な

の
で
す
。

　

歯
周
病
は
早
期
診
断
・
早
期
治

療
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

初
期
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
症
状
が
出
て
き
た

と
き
に
は
、
歯
周
病
が
か
な
り
進

行
し
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
歯
や
歯
ぐ
き
の
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
を
て
い
ね
い
に
し
て
い
く

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
歯
の
痛

み
が
な
く
て
も
、
定
期
的
に
歯
の

検
診
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

精
華
町
国
民
健
康
保
険
病
院　

稲
田　

秀
郎

﹁
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
﹂﹁
お
薬
手
帳
﹂
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　

複
数
の
薬
を
服
用
す
る
と
き
は
、
薬
の
重
複
や
飲
み
合

わ
せ
に
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。﹁
お
薬
手
帳
﹂

に
薬
局
で
も
ら
っ
た
薬
を
記
録
し
て
お
き
、
そ
れ
を
薬
剤

師
や
医
師
・
歯
科
医
師
に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
そ
の
よ

う
な
薬
の
重
複
や
相
互
作
用
が
起
こ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
特
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
﹁
電
子

版
お
薬
手
帳
﹂
は
家
族
全
員
の
薬
を
ひ
と
つ
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
管
理
で
き
る
と
と
も
に
、
い
つ
も
身
に
つ
け
て

い
る
も
の
な
の
で
、

災
害
時
等
で
も
薬
の

情
報
を
も
れ
な
く
医

師
等
に
伝
え
る
事
が

で
き
る
な
ど
、
便
利

で
す
。

　

ま
た
、い
つ
も
利
用
す
る
薬
局
を
﹁
か
か
り
つ
け
薬
局
﹂

と
し
て
ひ
と
つ
に
決
め
る
こ
と
で
、
医
師
か
ら
処
方
さ
れ

た
薬
だ
け
で
な
く
、
市
販
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
等
の
情
報

も
一
元
的
・
継
続
的
に
管
理
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

﹁
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
﹂
が
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
な
ど
、

薬
に
よ
る
治
療
が
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
お
手

伝
い
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
﹁
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
﹂﹁
お
薬
手
帳
﹂
を
上
手

に
活
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

夢
の
健
康
食
品
は
あ
り
ま
せ
ん

無
承
認
・
無
許
可
医
薬
品
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
﹁
無
承
認
・
無
許
可
食
品
﹂
と
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
医

薬
品
と
し
て
見
做
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
食
品
と
し
て
流
通

し
た
り
、
医
薬
品
や
保
健
機
能
食
品
で
も
な
い
の
に
、
そ

れ
ら
と
間
違
え
や
す
い
紛
ら
わ
し
い
効
能
・
効
果
な
ど
を

表
示
・
広
告
し
て
販
売
等
さ
れ
た
り
し
て
い
る
も
の
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
製
品
は
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
に
違
反
し

て
い
る
ば
か
り
か
、
品
質
・
有
効
性
・
安
全
性
の
確
認

が
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
使
用
す
る
こ
と
は

非
常
に
危
険
で
す
。
絶
対
に
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
海
外
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
個
人

輸
入
さ
れ
る
医
薬
品
の
使
用
に
よ
る
健
康
被
害
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
国
内
で
正
規
に
流
通
す
る
医
薬

品
に
は
、
そ
れ
を
適
正
に
使
用
し
て
い
て
重
大
な
健
康

被
害
を
生
じ
た
場
合
に
は
救

済
を
図
る
公
的
仕
組
が
あ
り

ま
す
が
、
個
人
輸
入
さ
れ
た

医
薬
品
に
よ
る
健
康
被
害
は

救
済
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

安
易
な
個
人
輸
入
に
よ
る
使

用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

京
都
府
山
城
南
保
健
所

平
成
29
年
度
﹁
薬
と
健
康
の
週
間
﹂
10
月
17
日（
火
）～
23
日（
月
）

保健・福祉保健・福祉

●相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前8時30分〜

午後0時30分
診療時間 午前9時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
10月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
11月  3日（金・祝） 内科・小児科
11月  5日（日） 内科
11月12日（日） 内科
11月19日（日） 内科
11月23日（木・祝） 内科
11月26日（日） 内科・小児科
※10月分については広報れんけい9月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎0774・73・9988（直通）

電子版お薬手帳

�



保健・福祉保健・福祉

　

薬
物
乱
用
は
周
囲
の
人
か
ら
誘
わ
れ
て
好
奇
心
や
興
味

本
位
で
手
を
染
め
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。﹁
や

せ
ら
れ
る
。﹂﹁
気
分
が
良
く
な
る
。﹂
な
ど
の
甘
い
誘
い

文
句
や
覚
せ
い
剤
を
﹁
エ
ス
﹂﹁
ス
ピ
ー
ド
﹂
な
ど
と
呼

ん
で
乱
用
薬
物
と
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
誘
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
薬
物
乱
用
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
絶
対

に
手
を
出
さ
な
い
と
い
う
自
覚
が
大
切
で
す
。

薬
物
乱
用
は
﹁
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。﹂

京
都
府
山
城
南
保
健
所

　

9
月
5
日（
火
）、
京
都
府
民
総
合
交
流
プ
ラ
ザ（
京
都

テ
ル
サ
）に
お
い
て
第
66
回
京
都
府
社
会
福
祉
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
等
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々

に
対
し
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
、
南
山
城
村
民
生
児
童
委
員

協
議
会
の
和
智
ち
さ
と

さ
ん
と
森
本
恵
子
さ
ん

が
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
特
別
功
労
者
と
し

て
京
都
府
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
集
団
健
診
は
11
月
28
日（
火
）〜
11
月
30
日（
木
）の

3
日
間
の
午
前
・
午
後
で
村
内
4
会
場
を
回
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定
健
診（
血
液
検
査
や
心
電
図

な
ど
）と
各
種
が
ん
検
診（
大
腸
・
胃
・
胸
部
・
前
立
腺
・
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
検
診
の
5
つ
）を
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
に
受
け
て
い
た
だ
く
特
定
健
診
は

健
康
保
険（
国
保
・
社
会
保
険
・
共
済
な
ど
）か
ら
出
さ
れ
て
い

る
受
診
券
が
必
要
で
す
。
国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
の
扶
養

に
入
ら
れ
て
い
る
方
は
事
前
に
受
診
券
と
保
険
証
の
コ
ピ
ー
の

提
出
が
必
要
で
す
。
30
〜
40
歳
・
75
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、

受
診
券
は
不
要
で
す
。
事
前
申
込
み
だ
け
し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
27
日（
金
）ま
で
に
希
望
さ
れ
る
健
診
の
種
類
と
受
診
会

場
を
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
、
必

要
な
書
類
・
容
器
を
個
人
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。

月　

日

会　

場

11
月
28
日（
火
）

午
前

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

午
後
は
結
核
・
肺
が
ん
検
診
で
野
殿
・
童
仙
房
地
区

を
巡
回
し
ま
す
。

11
月
29
日（
水
）

午
前

高
尾
公
民
館

午
後

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

11
月
30
日（
木
）
午
前
・
午
後
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※ 

胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
午
前
中
の
み
実
施
し
ま
す
。
田
山
の
会
場

で
は
胃
が
ん
検
診
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
他
会
場
で
の
受
診
を
お
願
い

し
ま
す
。

費　

用

　

◦
特
定
健
診
1
0
0
0
円　

後
期
高
齢
者
健
診
無
料

　

◦
胃
7
0
0
円
・
大
腸
3
0
0
円
・
前
立
腺
3
0
0
円

　

◦
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
無
料（
痰
の
検
査
の
み
5
0
0
円
）

　

◦
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
2
0
0
円

　

集
団
健
診
に
つ
い
て
は
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
記
載
し
て
お

り
ま
す
が
、
不
明
な
こ
と
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

　

笠
置
町
で
は
9
月
15
日

（
金
）、
産
業
振
興
会
館
で
、

和
束
町
で
は
9
月
16
日

（
土
）、
和
束
町
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
南
山
城
村

で
は
9
月
2
日（
土
）、
や

ま
な
み
ホ
ー
ル
で
そ
れ
ぞ

れ
敬
老
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
3
町
村
そ
れ
ぞ
れ
で

式
典
や
講
演
・
合
唱
や
浪

曲
・
漫
談
な
ど
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
お
元
気
で

過
ご
さ
れ
、
ま
た
来
年
も

お
越
し
い
た
だ
け
る
こ
と

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

薬
物
乱
用
は

﹁
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。﹂

第
66
回
京
都
府
社
会
福
祉
大
会

南
山
城
村
集
団
健
康
診
査
の
お
し
ら
せ

敬
老
会
が
開
か
れ
ま
し
た

（
3
町
村
）

受
診
券
は
不
要
で
す
。
事
前
申
込
み
だ
け
し
て
く
だ
さ
い
。

笠置町和束町南山城村

（左）和智さん・（右）森本さん

�



教　育教　育

中学校体育大会が開かれました
　青空の下、9月9日（土）、和束中学校・笠置中学校で体育大会が開かれました。和束中学校は、「燃やせ
魂　輝け笑顔　起こせ8コのキセキ」を、笠置中学校は、「Beyond the Limit ! 〜昨日の自分に＋1 〜」
をそれぞれスローガンに掲げ、両校とも力いっぱい練習の成果を出し切っていました。個人種目・団体種
目に関わらず、チームとして一致団結した応援のもと、全員が最後まであきらめることなく全力で取り組み、
保護者席・来賓席からは、温かい声援や大きな拍手が湧き起こりました。

京都府知事より『ありがとう!!』のメッセージ スポーツで交流
しよう !

〜子どものスポーツ交流会〜

　先月の「れんけい」の教育ページにて和束中学校の1年
生が京都府庁を訪問しお茶をふるまった活動についておし
らせしましたが、この度京都府知事よりお礼の手紙が和束
中学校に届きましたので紹介させていただきます。この
メッセージを励みに一層頑張って取り組んでいってほしい
ですね。

　9月16日（土）、和束小学校において

スポーツ推進委員会主催事業「子どもの

スポーツ交流会」が開かれました。

　参加した児童は、マイパックや逃走玉

入れ、ドッヂビーといった種目を、それ

ぞれ3チームにわかれて競い合いました。

　勝利に向かって協力し合ううちに、小

学校の枠を超えた新たな仲間意識が芽生

え、全競技が終了するとチーム内でお互

いの健闘を称え合う姿も見られました。

マイパックの様子

笠置中学校 和束中学校

�



　

外
出
先
で
地
震
が
発
生

し
た
と
き
、
被
害
を
最
小

限
に
お
さ
え
る
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
あ
わ
て
ず
に

適
切
な
行
動
を
と
り
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
つ

い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、

正
し
い
心
構
え
を
身
に
つ

け
て
お
く
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。

◦ 

住
宅
地
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
は
、
強
い
揺
れ
で
倒

れ
る
危
険
が
あ
る
た
め
、
揺
れ
を
感
じ
た
ら
塀
な
ど
か

ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

◦ 

中
高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
オ
フ
ィ
ス
街
や
繁
華
街
で

は
、
窓
ガ
ラ
ス
や
外
壁
・
看
板
な
ど
が
落
下
し
て
く
る

危
険
性
が
あ
る
た
め
、
鞄
な
ど
で
頭
を
保
護
し
、
で
き

る
だ
け
建
物
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

◦ 

海
岸
や
川
べ
り
で
強
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
ら
、
一
番
恐

ろ
し
い
の
は
津
波
で
す
。
避
難
の
指
示
や
勧
告
を
待
つ

こ
と
な
く
、
直
ち
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◦ 

山
際
や
急
傾
斜
地
で
は
、
山
崩
れ
・
崖
崩
れ
な
ど
が
起

こ
り
や
す
い
た
め
、
市
町
村
の
避
難
指
示
等
に
従
い
、

直
ち
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◦ 

自
動
車
の
運
転
中
は
、
急
ブ
レ
ー
キ
は
か
け
ず
に
ゆ
っ

く
り
と
速
度
を
落
と
し
、
左
側
に
停
車
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
2
1
1
9

　

南
山
城
村
で
は
、
9
月
3
日（
日
）、
南
山
城
村
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
地
震
の
発
生
を
想
定
し
、
職
員
の
参
集
時

間
の
タ
イ
ム
測
定
や
参
集
後
の
動
き
な
ど
、
か
け
つ
け
た

職
員
か
ら
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
訓
練
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
ま
た
、
村
内
各
地
区
で
は
自
主
防
災
組
織
を

通
じ
て
9
月
中
に
様
々
な
防
災
訓
練
の
取
組
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
住
民
の
み
な
さ
ん

や
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携

し
、
災
害
に
強
い
む
ら
づ
く

り
を
目
指
し
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
南
山
城
村
を
築
い
て
い

き
ま
す
。

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備
え
、
左
記
の
と

お
り
全
国
一
斉
で
情
報
伝
達
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

訓
練
日
時　

11
月
14
日（
火
）午
前
11
時
頃

内　
　

容　

 

防
災
行
政
無
線
外
部
ス
ピ
ー
カ
等
を
通
じ

て
、
全
国
一
斉
に
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

※ 

J
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬

時
に
情
報
が
伝
達
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

自
転
車
は
法
律
上
の
車
両
で
す
。
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は
、

賠
償
責
任
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
転
車
を
利
用
す
る
全

て
の
人
の
問
題
で
す
。
万
が
一
に
備
え
て
自
転
車
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
く
だ
さ
い
！
自
転
車
事
故
の
実
態

①
事
故
の
割
合
が
増
え
て
い
ま
す

平
成
23
年

平
成
28
年

自
転
車
側
の
過
失
割
合
が
高
い

事
故
の
件
数（
単
位
・
件
）

2
0
3

2
8
8

自
転
車
側
の
過
失
割
合
が
高
い

事
故
の
割
合（
単
位
・
％
）

6
・
7

17
・
2

②
自
転
車
側
の
過
失
を
巡
る
高
額
賠
償
事
例
が
増
え
て
い
ま
す

【
事
例
1
】

　

 　

坂
道
を
下
っ
て
き
た
小
学
5
年
生
が
運
転
す
る
自
転
車
が
、

歩
行
中
の
62
歳
女
性
と
衝
突
し
、
女
性
が
意
識
不
明
と
な
っ

た
。（
平
成
25
年　

神
戸
地
裁
の
判
決
）

賠
償
金
額
・
約
9
5
2
0
万
円

【
事
例
2
】

　

 　

46
歳
男
性
が
運
転
す
る
自
転
車
が
信
号
を
無
視
し
、
横
断

歩
道
を
歩
行
中
の
75
歳
女
性
と
衝
突
し
女
性
が
死
亡
し
た
。

（
平
成
26
年　

東
京
地
裁
の
判
決
）

賠
償
金
額
・
約
4
7
4
6
万
円

　

以
上
の
自
転
車
事
故
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
京
都
府
で
は

　

平
成
29
年
10
月
か
ら
事
業
者
・
レ
ン
タ
ル
事
業
者

　

平
成
30
年
4
月
か
ら
自
転
車
利
用
者

の
自
転
車
保
険
加
入
が
義
務
に
な
り
ま
す
。

　

義
務
化
の
内
容
や
保
険
手
続
き
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記

窓
口
ま
で
。

問
合
せ　

き
ょ
う
と
自
転
車
保
険
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
0
5
7
0
・
0
0
1
・
3
8
2（
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
）

受
付
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
6
時（
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

※ 

I
P
電
話
や
一
部
携
帯
電
話
で
は
つ
な
が
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
は
☎
0
1
8
・
8
0
3
・
7
7
6
5
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

外
出
先
で
の
地
震
の
対
処

災
害
に
備
え
て（
南
山
城
村
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
用
い
た

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す

自
転
車
保
険
加
入
が
義
務
に
な
り
ま
す

安心・安全安心・安全

防災訓練の様子
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おしらせおしらせ
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業

『
あ
そ
び
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
』

実
施
日　

10
月
21
日（
土
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

出　

演　

ぼ
く
と
き
み
。

参
加
対
象　

 

3
町
村
在
住
の
0
歳
児
か
ら
低
学
年

の
子
ど
も
と
保
護
者

参
加
費　

無
料

定　

員　

先
着
1
0
0
人

申
込
受
付　

10
月
2
日（
月
）〜
18
日（
水
）

　
　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

 

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
人
も
w
a
k
u
w
o
r
k
体
験
事
業

『
は
じ
め
て
の
刺
繍
教
室
』

実
施
日　

10
月
24
日（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
〜
4
時

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

講　

師　

坂
東
裕
美
子
さ
ん

参
加
対
象　

 

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

1
5
0
0
円

定　

員　

先
着
10
人

持
ち
物　

裁
縫
道
具
・
筆
記
用
具

申
込
受
付　

10
月
4
日（
水
）〜
18
日（
水
）

　
　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

 

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

女
性
学
講
座
管
外
研
修

『
熱
田
神
宮
〜
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
体
験

と
名
物
グ
ル
メ
〜
』

実
施
日　

11
月
17
日（
金
）

時　

間　

午
前
8
時
〜
午
後
6
時

行
き
先　

愛
知
県
名
古
屋
市
方
面

集
合
場
所　

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　

笠
置
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容　

◦
熱
田
神
宮　

散
策

　
　
　
　

◦
昼
食
﹁
あ
つ
た
蓬
莱
軒
﹂
に
て

　
　
　
　
　

ひ
つ
ま
ぶ
し

　
　
　
　

◦
体
験
﹁
フ
ォ
ン
タ
ジ
オ　

ナ
ゴ
ヤ
﹂

　
　
　
　
　

に
て　

お
や
す
み
ラ
イ
ト
づ
く
り

参
加
対
象　

 

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

6
8
4
0
円

定　

員　

先
着
20
人

申
込
受
付　

10
月
30
日（
月
）〜
11
月
6
日（
月
）

　
　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

 

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
陶
芸
教
室
』

実
施
日　

10
月
31
日（
火
）

時　

間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

橋
本
六
臂
さ
ん

参
加
対
象　

 

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

7
0
0
円

定　

員　

先
着
15
人

申
込
受
付　

10
月
10
日（
火
）〜
20
日（
金
）

　
　
　
　

※
土
・
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

 

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

10
月
2
日（
月
）・
16
日（
月
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

10
月
11
日（
水
）・
25
日（
水
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

10
月
14
日（
土
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

10
月
12
日（
木
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

西
垣
紀
壬
代
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

『
家
族
教
室（
精
神
疾
患
）』

日　

時　

10
月
27
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所
2
階
講
堂

内　

容　

講
義
﹁
家
族
と
し
て
今
で
き
る
こ
と
﹂

　
　
　
　

当
事
者
か
ら
の
体
験
発
表

参
加
対
象　

 

精
神
疾
患
の
あ
る
方
と
と
も
に
歩
む

ご
家
族

申
込
期
限　

10
月
20
日（
金
）ま
で

問
合
せ
・
申
込
み

　
　
　
　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
9
7
9

人
権
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

10
月
17
日（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
〜
4
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館
1
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

10
月
27
日（
金
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

10
月
20
日（
金
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場　

所　

月
个
瀬
N
T
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

10
月
20
日（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

場　

所　

月
个
瀬
N
T
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

10
月

10
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

18
日
（
水
）
東
部
集
会
所

25
日
（
水
）
産
業
振
興
会
館

27
日
（
金
）
笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

10
月

20
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

27
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

相
　
談

講
　
座

�



おしらせおしらせ

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

特
別
展

「
茶
ど
こ
ろ
南
山
城
〜
茶
園
景
観
と
歴
史
〜
」

　

近
年
、
南
山
城
の
茶
園
等
の
景
観
が
国
の
重

要
文
化
的
景
観
や
日
本
遺
産
・
京
都
府
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
、
茶
ど
こ
ろ
南
山
城
の
景
観

が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

展
示
で
は
南
山
城
各
地
の
茶
産
地
の
景
観
や

歴
史
の
特
徴
に
つ
い
て
写
真
と
関
連
資
料
で
紹

介
し
ま
す
。

日　

時　

10
月
14
日（
土
）〜
12
月
3
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

文
化
財
連
続
講
座

　

文
化
財
に
関
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
で
身
近
な
話

題
を
提
供
し
、
文
化
財
へ
の
理
解
を
深
め
親
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
連
続
講
座
で
す
。

　

今
年
度
第
4
回
目
。
特
別
展
﹁
茶
ど
こ
ろ
南

山
城
﹂
関
連
事
業
と
し
て
開
き
ま
す
。

日　

時　

10
月
14
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　
﹁
江
戸
時
代
の
茶
文
化
と
永
谷
宗
円
﹂

講　

師　

当
館
資
料
課　

田
中
淳
一
郎
副
主
査

聴
講
料  

無
料

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
2
5
0
円
・
小
中
学
生
70
円

開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　

※ 

休
館
日　

月
曜
日

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
86
・
5
1
9
9

　
　
　
　

0
7
7
4
・
86
・
5
5
8
9

関
西
本
線
木
津
亀
山
間
複
線
化
促
進
同
盟
会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

幻
の
都
ハ
イ
キ
ン
グ
〜
秘
宝
・
秘
仏
を
求
め
て
〜

　

関
西
本
線
木
津
亀
山
間
複
線
電
化
促
進
同
盟

会
で
は
、
J
R
関
西
本
線
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
毎
年
、
関
西
本
線
沿
線
の
駅
を
起
点
と
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
木
津
川
市
内
で
秘
宝
・
秘
仏
の

特
別
開か

い

扉ひ

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
﹁
現
光
寺
﹂﹁
海

住
山
寺
﹂
を
拝
観
し
、
恭
仁
宮
跡
を
巡
る
ウ
ォ
ー

ク
を
実
施
し
ま
す
。

　

特
別
開
扉
の
他
に
も
、
海
住
山
寺
で
の
講
話

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
普
段
は
体
験
で

き
な
い
秋
の
木
津
川
市
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

10
月
28
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
9
時
45
分
出
発
予
定

　
　
　
　

※
雨
天
中
止

集　

合　

J
R
加
茂
駅
改
札
前

　
　
　
　
（
受
付　

午
前
9
時
20
分
〜
40
分
）

行　

程

　

 

J
R
加
茂
駅
↓（
徒
歩
）↓
現
光
寺
︻
拝
観
︼

↓（
バ
ス
）↓
海
住
山
寺
︻
拝
観
・
講
話
︼
↓

（
徒
歩
）↓
く
に
の
み
や
学
習
館
︻
見
学
︼
↓

（
徒
歩
）
↓
恭
仁
宮
跡（
解
散
）
↓（
徒
歩
）

↓
J
R
加
茂
駅

　

※
歩
程
は
約
5
㎞
で
す
。

　

※ 

恭
仁
宮
跡
で
解
散
と
な
り
ま
す
。
解
散
時

刻
は
午
後
2
時
頃
を
予
定
。

参
加
費　

無
料

定　

員　

40
人（
先
着
順
）

申
込
み　

 

10
月
2
日（
月
）〜
20
日（
金
）（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
、
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
）に
、
左
記
連
絡
先
へ
①
ハ
イ

キ
ン
グ
参
加
の
旨
②
代
表
者
氏
名
③

人
数
④
連
絡
先（
郵
便
番
号
・
住
所
・

電
話
番
号
）を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

木
津
川
市
マ
チ
オ
モ
イ
部
学
研
企
画
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
2
0
1

そ
の
他　

 

申
込
代
表
者
に
は
別
途
、
詳
細
の
案

内
を
し
ま
す
。

場　

所　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
﹁
あ
ん
﹂

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1 －

10

　
　
　
　
（
J
R
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
﹁
あ
ん
﹂

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　

0
8
0
・
1
4
2
8
・
3
4
2
0

　

※ 

相
談
会
以
外
の
日
で
も
ご
相
談
を
お
受
け
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

膠こ
う

原げ
ん

病
専
門
医
相
談

目　

的　

 

膠
原
病
に
係
る
病
気
や
療
養
生
活
上

で
の
不
安
等
に
つ
い
て
、
専
門
医
に

よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
、
難
病
患

者
及
び
家
族
の
不
安
を
軽
減
す
る
と

共
に
適
切
な
療
養
生
活
の
促
進
を
図

る
。

日　

時　

10
月
27
日（
金
） 

午
後
1
時
〜
5
時

　
　
　
　
（
個
別
相
談
・
時
間
予
約
制
）

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

対
象
者　

 

膠
原
病
患
者（
疑
い
の
あ
る
者
を
含
む
）

と
そ
の
家
族

　
　
　
　
【
対
象
疾
患
】

　
　
　
　

 

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
・
強
皮

症
・
皮
膚
筋
炎
・
多
発
性
筋
炎
・
ベ
ー

チ
ェ
ッ
ト
病
・
高
安
動
脈
炎
・
悪
性

関
節
リ
ウ
マ
チ
・
結
節
性
多
発
動
脈

炎
・
混
合
性
結
合
組
織
病
・
多
発
血

管
炎
肉
芽
腫
症
・
バ
ー
ジ
ャ
ー
病

内　

容　

 

専
門
医
に
よ
る
病
気
や
療
養
生
活
等

に
つ
い
て
の
個
別
相
談

担　

当　

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　
　
　

免
疫
・
膠
原
病
内
科

　
　
　
　

大
村
浩
一
郎
医
師

定　

員　

5
人

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

10
月
20
日（
金
）ま
で

申
込
み　

 

京
都
府
山
城
南
保
健
所
保
健
室

　
　
　
　
（
要
予
約
）

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
9
8
1

き
こ
え
の
相
談
会

　
﹁
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に
く

い
﹂﹁
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話
が
聞
き
取
り
に

く
く
な
っ
た
。﹂﹁
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い
が

⋮
﹂
な
ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠
く
な
っ

て
く
る
も
の
で
す
。

　

自
分
の
聴
力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、

聴
力
測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

10
月
24
日（
火
）　

　
　
　
　

①
午
前
10
時
〜　

②
午
前
11
時
〜

　
　
　
　

③
午
後
1
時
〜　

④
午
後
2
時
〜

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時
間
程
度
）

対　

象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
、
F
A
X
で
10
月
17

日（
火
）ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住

所
・
電
話（
F
A
X
番
号
）・
相
談
内

容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ

く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、

変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
6
1
9

－

0
2
1
4

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
　
　

0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時 

10
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

費　

用　

無
料 

催
　
し

�



おしらせおしらせ
　
　
　
　

 

小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

食
事
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

主　

催

　

関
西
本
線
木
津
亀
山
間
複
線
電
化
促
進
同
盟
会

　

 ︻
会
員
団
体  
木
津
川
市
・
笠
置
町
・
南
山
城
村
・

伊
賀
市
・
亀
山
市
・
甲
賀
市
︼

き
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
の
た
め
の
学
習
・
交
流
会

日　

時　

11
月
4
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
3
時

場　

所　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

内　

容　

 

U
D
ト
ー
ク
っ
て
何
？　

U
D
ト
ー

ク
を
使
い
こ
な
そ
う
！

　
　
　
　

 （
U
D
ト
ー
ク
⋮
音
声
文
字
変
換
機
器

の
ひ
と
つ
で
、
話
し
言
葉
を
文
字
で

表
示
し
ま
す
。）

参
加
費　

無
料

　
　
　
　
（
昼
食
お
弁
当
注
文
の
方
は
7
0
0
円
）

対　

象　

 

京
都
府
南
部
地
域（
山
城
北
・
山
城
南
）

在
住
の
方
で
、
き
こ
え
に
不
自
由
を

感
じ
て
い
る
方

　
　
　
　

 

そ
の
家
族
・
知
人
な
ど
関
わ
っ
て
い
る

方
、
福
祉
関
係
者
、
難
聴
者
の
利
用
が

あ
る
公
的
機
関
や
事
業
所
関
係
者

申
込
締
切　

10
月
26
日（
木
）

申
込
み
方
法

　

 

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
・
は
が
き
に
て
左
記
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※ 

氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
・
昼
食
お
弁
当
の

要
否
・
U
D
ト
ー
ク
使
用
経
験
の
有
無
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

〒
6
1
0

－
0
1
2
1

　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　

担
当　

中
島
・
乾

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
　

0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

J
R
笠
置
駅
の
安
全
な
ご
利
用
に

つ
い
て（
笠
置
町
）

　

J
R
西
日
本
よ
り
、
9
月
上
旬
頃
J
R
笠
置

駅
構
内
に
お
い
て
、
駅
利
用
者
の
ホ
ー
ム
間
の

移
動
に
よ
り
、
電
車
が
急
停
車
す
る
事
案
が
発

生
し
た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

駅
を
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
ホ
ー

ム
間
の
移
動
に
際
し
て
は
跨
線
橋
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

労
働
ト
ラ
ブ
ル
解
決
制
度
の
ご
案
内

　

解
雇
・
雇
止
め
な
ど
、
労
働
者
個
人
と
事
業

主
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
公
平
・
中
立
の
立
場
の

あ
っ
せ
ん
員
が
あ
っ
せ
ん（
話
し
合
い
）で
円
満

に
解
決
し
ま
す
。

　

手
続
は
簡
単
・
無
料
。
秘
密
厳
守
で
迅
速
な

解
決
を
目
指
し
ま
す
。
労
使
ど
ち
ら
か
ら
で
も

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

京
都
府
労
働
委
員
会

　

☎
0
7
5
・
4
1
4
・
5
7
3
3

　

http://w
w

w
.pref.kyoto.jp/kyoroi

受
付
時
間

　

 

月
〜
金
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

府
職
員
出
前
語
ら
い
・
専
門
職
員
派
遣

　

京
都
府
の
重
点
施
策
や
福
祉
・
環
境
な
ど
暮

ら
し
に
身
近
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
府
職
員
が

直
接
出
向
い
て
説
明
し
、
府
民
の
み
な
さ
ん
と

意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
お

申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

費　

用　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

　

京
都
府
府
民
総
合
案
内
・
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
5
・
4
1
4
・
4
2
3
4

　

0
7
5
・
4
1
1
・
5
0
0
1

　

http://w
w

w
.pref.kyoto.jp/dem

ae/

「行政相談週間」相談所の開設について
～困ったら　一人で悩まず　行政相談～

　10月16日（月）〜 22日（日）は行政相談週間です。
　国の役所や独立行政法人などの仕事やサービスについて、お困りのこと、お尋ねになりたいことはありませんか？
　総務省の行政相談は、こうしたお困りごとや国への要望をお聞きしてその解決の促進を図り、行政運営の改善につな
げていきます。
　相談は無料で秘密は厳守いたします。お気軽にご相談ください。

問合せ　総務省京都行政評価事務所　☎075・802・1100

笠置町
相談日
時 間
相談場所
問合せ

10月17日（火）
午後1時〜午後4時
産業振興会館1階和室
笠置町総務財政課
☎ 0743・95・2301（代表）

和束町
相談日
時 間
相談場所
問合せ

10月20日（金）
午後1時30分〜 4時
和束町役場1階相談室
和束町総務課
☎ 0774・78・3001（直通）

南山城村
相談日
時 間
相談場所
問合せ

10月20日（金）
午前９時30分〜正午
月ヶ瀬NT集会所
南山城村総務課
☎ 0743・93・0102（直通）

マウンテンバイク大会
「京都ゆぶね Stage CJ2 XCO」 が開かれます（和束町）

　10月29日（日）、日本自転車競技連盟公認のマウンテンバイク大会「京都
ゆぶね Stage CJ2 XCO」が湯船森林公園内MTBLANDで開かれます。
　このコースは2021年に関西一円で開催される世界大会「ワールドマスター
ズゲームズ2021」のマウンテンバイク競技の会場にも決定しています。
　是非、町内のみなさんも選手たちへのご声援にご来場ください。
開催日　10月29日（日）
開催地　和束町 湯船森林公園内 ゆぶねMTB LAND
問合せ　和束町地域力推進課　☎0774・78・3002（直通）

そ
の
他

昨年レース時の様子

�



おしらせおしらせ

●
全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

　

平
成
29
年
全
国
地
域
安
全
運
動
が
、
10
月
11
日（
水
）〜

20
日（
金
）の
10
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
の
活
動
重
点
は
、

　

◦
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

◦
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

で
あ
り
、
木
津
警
察
署
で
は
み
な
さ
ん
の
防
犯
意
識
を
高

め
る
た
め
に
各
種
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

　

日
が
暮
れ
る
の
が
早
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
歩
行
者
は

明
る
い
場
所
を
選
ん
で
歩
い
た
り
、
反
射
材
を
つ
け
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
い
ち
早
く
発
見
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

自
転
車
や
自
動
車
は
早
め
の
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ

う
。
対
向
車
や
前
方
に
車
両
が
な
い
場
合
は
上
向
き
の
ラ

イ
ト
に
す
る
な
ど
、
こ
ま
め
な
ラ
イ
ト
の
切
替
で
い
ち
早

く
危
険
を
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

●
﹁
オ
レ
オ
レ
詐
欺
﹂
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

相
楽
地
域
に
居
住
し
て
い
る
高
齢
者
の
方
の
自
宅
に
、

﹁
○
○
や
け
ど
、
子
ど
も
の
頃
、
お
た
ふ
く
風
邪
の
予
防

接
種
受
け
た
か
な
ぁ
。﹂
等
と
孫
や
息
子
を
騙
る
不
審
電

話
が
多
数
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
予
兆
電
話
で
あ
り
、
そ
の
他

に
警
察
官
を
騙
っ
た
還
付
金
詐
欺
と
有
料
サ
イ
ト
利
用
名

目
の
架
空
請
求
詐
欺
も
多
数
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
を
受
け
ま
し
た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

京都府指定無形民俗文化財の郷土芸能
田山花踊りが11月3日（金・祝）に奉納されます（南山城村）
　田山花踊りは、雨乞いの神事として古き時代から、踊り伝えられてきました。大正末期に一時途絶えて
おりましたが、再び郷土の伝統芸能に触れたい、あの踊りをもう一度見たいという気運が高まり、昭和38
年に復活し現在に至っております。昭和53年に村の文化財指定を受け、昭和59年には京都府無形民俗文化
財の指定を受けています。
　今年は、御殿踊・御庭踊が奉納されることになっております。
　みなさんお誘い合わせのうえ、ご観覧いただきますようご案内
申しあげます。
　尚、当日は月ヶ瀬口駅から送迎バスを運行します。

日　時　11月3日（金・祝）午後1時〜 3時30分頃
場　所　田山生涯学習センターおよび諏訪神社

（雨天の場合は、農業者トレーニングセンターと諏訪神社）

バス運行
行き

　月ヶ瀬口駅発　　　　第1便　11時25分

　　　　　　　　　　　第2便　12時25分

帰り （月ヶ瀬口駅行き）

　田山宮の前発　　　　第1便　15時30分

　　　　　　　　　　　第2便　16時20分

　

10
月
26
日（
木
）午
前
0
時（
10
月
25
日
深
夜
）〜
10
月
26
日

（
木
）午
前
5
時
ま
で
の
間
、
N
T
T
の
設
備
工
事
に
伴
い
、
高

度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
停

止
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

防
災
行
政
無
線
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

　

笠
置
町
企
画
観
光
課　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

　

南
山
城
村
総
務
課　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2
（
直
通
）

高
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

の
お
し
ら
せ（
笠
置
町
・
南
山
城
村
） お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付） ☎075・414・4529

詳細は「お茶の京都博」HPへ（ochahaku.kyoto）問合せ

宇治茶博＠文化
～「宇治茶」まつり～

宇治茶博＠産業・国際交流

さまざまな切り口の空間やもてなしを大規
模に展開し、楽しみながら茶文化に興味を
持っていただくイベント。

新たなビジネスへのきっかけとするとともに、海外
の茶文化や多様な宇治茶の体験を通じて、宇治茶
の価値を再発見し、茶産業の振興を図るイベント。

10月21日（土）・22日（日）
午前10時～午後4時
宇治市内（塔の島・橘島・黄檗山萬福寺・
周辺商店街ほか）

宇治茶 世界文化遺産
シンポジウム
日時

場所

日時

場所

11月10日（金）・11日（土）
午前10時～午後5時

【メイン会場】文化パルク城陽（京都府城陽市
寺田今堀１）　【サテライト会場】福寿園CHA 
遊学パーク（京都府木津川市相楽台3-1）

日時

場所

日時

場所

日時

場所

千玄室氏による「お茶と世界遺産」をテーマに
した基調講演、熊倉功夫氏等によるトークセッ
ション同志社大学茶道部による呈茶など。

11月12日（日）
午前10時～午後0時30分
同志社大学 京田辺キャンパス 
恵道館KD201

（京都府京田辺市多々羅）

カブキモノ茶宴

「久御山流『黄金の茶室』」で
「かぶき者」を演出。

11月4日（土）
午前10時～午後4時
11月5日（日）
午前10時～午後3時30分
久御山町役場1階ロビー

（京都府久世郡久御山町
島田ミスノ38）

へうげもの茶宴 
in みかのはら

楽しい企画がいっぱいの「お茶の
テーマパーク」を1日限りで開催！

11月3日（金・祝）
午前10時～午後4時
恭仁宮跡

（京都府木津川市加茂町例幣）

☎075・414・4529（京都府企画理事付） ☎075・414・4944（京都府農産課）

事前申込はJTBまで（☎075・284・0173）
☎0774・64・1319（京田辺市産業振興課） ☎075・631・9964（久御山町産業課）

☎0774・75・1216
（木津川市観光商工課）
※漫画『へうげもの』と当イベント企画
　全体との関連はございません。

お茶の京都博 10月・11月のEvent

�



★ Pick UP ★

　「珍獣ドクターのドタバタ診察日記」
　田向健一 著

　2 センチのアマガエルから 78 セン
チのリクガメまで ! 毎日、毎日、動物
病院にやってくる、言葉を話せないさ
まざまなペットたち。100 種類を超える動物たちの
治療をしてきた田向先生がたどりついた、「命を飼う」
ことの意味とは ? 笑って泣いて考える、生きものの命
との向きあい方。

図書室図書室 消費者生活消費者生活

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　
　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）　

　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　

　
　
　
　

※
﹁
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹂
☎
１
８
８
（
い
や
や
！
）
番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
〜
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津

　
　
　
　

総
合
庁
舎
東
隣
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
は

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

Q
格
安
ス
マ
ホ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）

に
乗
り
換
え
よ
う
と
思
い
、
5
日
前

に
店
に
行
っ
て
話
を
聞
い
た
。﹁
電
波

状
況
に
問
題
は
な
い
。﹂
と
言
わ
れ
た

の
で
契
約
を
し
た
が
、
持
ち
帰
っ
て

使
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
室
内
の
場
所

に
よ
っ
て
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
。

S
Ⅰ
M
カ
ー
ド
（
携
帯
電
話
の
契
約

情
報
が
記
録
さ
れ
た
Ⅰ
C
カ
ー
ド
）

が
交
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

問
題
が
解
消
さ
れ
る
の
か
心
配
だ
。

 

（
50
歳
代　

女
性
）

A
ス
マ
ホ
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
利
用

す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
S
Ⅰ
M

カ
ー
ド
だ
け
の
契
約
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
運
営
コ
ス
ト
を
抑
え
て
比

較
的
安
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
業

者
も
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
＂
格
安
ス

マ
ホ
＂
に
契
約
の
変
更
を
検
討
す
る

人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

格
安
ス
マ
ホ
に
限
ら
ず
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
契
約
で
は
、
契
約
時
の

説
明
責
任
・
書
面
交
付
義
務
が
あ
り

ま
す
。
一
定
の
範
囲
の
契
約
は
﹁
初

期
契
約
解
除
﹂
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
通
信
契
約
は
解
除
さ

れ
て
も
、
端
末
等
の
機
器
の
契
約
は
、

対
象
外
で
す
。相
談
者
は
S
Ⅰ
M
カ
ー

ド
を
交
換
し
て
も
改
善
さ
れ
な
か
っ

た
の
で
、
再
度
店
に
申
し
出
を
し
て
、

交
渉
の
結
果
契
約
は
解
除
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
電
波
状
況
に
問
題

が
あ
る
場
合
や
、
事
業
者
の
説
明
が

不
十
分
で
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
問

題
に
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

格
安
ス
マ
ホ
の
契
約
で
は
、
実
際

の
店
舗
を
持
つ
会
社
は
少
な
く
、
故

障
時
の
対
応
や
問
合
せ
窓
口
が
、
電

話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
独
自
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
の
提
供
が
な
い
、
故
障

時
に
代
替
機
の
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス

が
有
料
で
あ
る
な
ど
、
今
ま
で
の
携

帯
電
話
会
社
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
契
約

を
す
る
時
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
詳

し
く
確
認
し
て
よ
く
理
解
し
た
上
で

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

〝
格
安
ス
マ
ホ
〞
乗
り
換
え
で
ト
ラ
ブ
ル

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　10月22日（日）　午前10時30分〜
　場　所　和束町体験交流センター　ホール

☆休室のおしらせ
　本の所蔵整理のため、10月8日

（日）〜 21日（土）まで休室します。
返却は「本のポスト」をご利用く
ださい。ご迷惑おかけしますが、
よろしくお願いします。

☆貸出日が増えます
　秋の読書週間中［10月27日

（金）〜 11月9日（木）］は、通常
閲覧日である木曜日も貸出日と
なります。

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書

人生の醍醐味 曽野綾子

ツバキ文具店 小川糸

荒神 宮部みゆき

児童書

いえのおばけずかん 斎藤洋

メアリと魔女の花 メアリー・スチュアート

さらわれたチンパンジー ジェス・フレンチ

和　束　町

一般書

BUTTER 柚木麻子

福袋 朝井まかて

なんとめでたいご臨終 小笠原文雄

児童書

じいちゃんバナナばあちゃん
バナナ のしさやか

ぽつぽつぽつだいじょうぶ？ しもかわらゆみ

珍獣ドクターのドタバタ診察日記 田向健一

南山城村

一般書

月の満ち欠け 佐藤正午

いのちの車窓から 星野源

SLEEP ショーン・
スティーブンソン

児童書

そらの 100かいだてのいえ いわいとしお

家族をみつけたライオン サラ・スターバック

さがし絵タウン　記号とマーク 永井もりいち

図 書 室
　 だ よ り

☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。

和束町体験交流センター図書室より

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎0743・95・2726
和束町体験交流センター図書室… ☎0774・78・4013
南山城村図書室…………………… ☎0743・93・0522
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● 　笠　置　町　●
人　口　1,405 人　（±0）
世帯数　　657世帯（+2）

　〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,089 人 　（‒13）
世帯数　1,712 世帯（+1）

　〒619-1212 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,832 人　（-4）
世帯数　1,248 世帯（-2）

　〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成29年 9月 1日現在）３町村人口

環　境環　境

ペットボトルの出し方

出 せ る も の（一例）：ジュースのペットボトル・しょうゆのペットボトル
出 せないもの（一例）：ソースや食用油の容器、塩化ビニールで作られた容器等、

ペットボトルマークのついていないものは、プラスチック製容器包装に出してく
ださい。

出す時の注意
◦ 出すときは袋などに入れずステーションに設置してあるペットボトル専用袋に

入れてください。
◦ PET のマークが付いているものを出してください。
◦中身を全部取り除き水洗いしてください。
◦キャップとラベルは外してプラスチック製容器包装として出してください。
◦たばこの吸殻や灰を入れたペットボトルは出さないでください。
◦処理方法の関係上、ペットボトルはつぶさずに出してください。

ペットボトル

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

●ペットボトル収集日
　笠　置　町　毎月　第 1　火曜日の翌日
　和　束　町　毎月　第 2　火曜日
　南山城村　毎月　第 4　月曜日

中身を全部取り除き
水洗いしてください。

ラベルを取り外して
ください。
※ラベルはプラスチックごみです。

キャップを取り外し、
プラスチック製のも
のはプラスチック類、
金属製のものはカン
などの金属類として
出してください。

このマーク表示の
あるものだけ収集
します。

袋などに入れずに
ペットボトル専用収集袋に
そのまま入れてください。

　今から約 25 年前夫婦で笠置町に移り住んできました。
　笠置町は「桜が有名な…」「自然豊かな…」といった漠然としたイメージをもって
足を運んだのがきっかけです。その時に町民の方々との偶然の出会いもあり、この
町で自分たちが思い描く理想の住居を構えることができました。
　私たちが住む笠置町切山地区は大変自然豊かなところで、春から秋にかけては桃・
桜・新緑・紅葉を、冬には雲海に包まれる景色を楽しむことができます。
　そんなすばらしいロケーションを多くの方に味わっていただきたいという思い
で、今年の 7 月に自宅で農林漁業体験民宿「吉（YOSHI）」をオープンしました。
　あなたも時間と空間に縛られない自由なくらしを体験してみませんか？

予約・問合せ　吉（YOSHI）　☎ 080・1405・8955　 yoshi5@ace.ocn.ne.jp

〜時間と空間を自由に使う〜
吉川晴喜さん・吉川道子さん

わたしたち　移 住 　しました

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743･95･2301（代表）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743･93･0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774･78･3008（直通）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774･78･4153


